
『
太
平
広
記
』
　
の
諸
本
に
つ
い
て

富

　

永

一

登

H
I

近
年
、
中
国
の
小
説
研
究
の
隆
盛
に
と
も
な
い
'
唐
・
五
代
ま
で
の
古
小
説
の
輯
本
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
に
関
す
る
文
献
が
陸
続
と

出
版
さ
れ
て
い
る
。

李
境
の
「
上
表
文
」
及
び
『
宋
会
要
』
　
(
南
宋
・
王
応
麟
八
一
二
二
三
～
一
二
九
六
)
撰
『
玉
海
』
巻
五
四
引
)
に
よ
れ
ば
'
『
太
平
広

記
』
は
、
太
平
興
国
二
年
(
九
七
七
)
三
月
へ
太
宗
の
命
を
受
け
て
李
坊
等
が
編
纂
を
開
始
へ
翌
太
平
興
国
三
年
(
九
七
八
)
八
月
十
三

日
に
上
表
、
八
月
二
十
五
日
に
史
館
に
送
付
、
太
平
興
国
六
年
(
九
八
一
)
正
月
に
勅
命
に
よ
り
離
印
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
へ
学
者
の
急

務
と
す
る
書
で
は
な
い
と
い
う
意
見
に
よ
っ
て
へ
版
木
の
ま
ま
収
蔵
さ
れ
て
し
ま
い
頒
布
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
頒
布

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
説
は
'
『
玉
海
』
巻
五
四
の
注
記
に
'
「
『
広
記
』
鎮
本
頒
天
下
も
言
者
以
為
非
学
者
所
急
へ
収
墨
板
蔵
太
清
楼
。
」

(
-
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
北
未
の
文
人
に
は
『
太
平
広
記
』
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
者
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
へ
　
『
玉
海
』
　
の
注

(
2
)

記
は
神
仙
部
か
ら
雑
録
部
ま
で
九
十
二
部
あ
る
『
太
平
広
記
』
の
内
容
を
「
五
十
九
部
。
天
部
至
百
井
。
」
と
記
し
、
太
平
興
国
三
年
八
月

G
>

に
完
成
し
六
年
正
月
に
は
離
印
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「
八
年
十
二
月
庚
子
成
書
」
と
注
す
る
な
ど
'
仝
-
理
解
に
苦
し
む
点
が
見
ら
れ
へ

信
用
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
'
宋
本
『
太
平
広
記
』
の
存
在
の
可
能
性
を
考
察
し
'
併
せ
て
現
行
『
太
平
広
記
』
諸
本
の
系
統
と
日
本
に
お
け
る

所
蔵
状
況
へ
及
び
『
太
平
広
記
』
に
関
す
る
諸
論
考
を
整
理
し
て
お
-
こ
と
に
す
る
。



一
宋
本
『
太
平
広
記
』
　
の
存
在
の
可
能
性

蘇
拭
(
1
〇
三
エ
バ
～
〓
0
1
)
の
『
東
披
題
政
』
巻
三
(
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
拭
文
集
』
　
(
北
京
中
華
書
局
へ
　
l
九
八
三
年
)
巻
六
八
)

の
「
書
鬼
仙
詩
」
に
八
首
の
詩
を
挙
げ
た
後
に
へ
次
の
よ
う
に
記
す
。

元
祐
三
年
二
月
二
十
l
日
夜
へ
与
魯
直
・
寿
朋
・
天
啓
へ
会
干
伯
時
斎
舎
。
此
l
巻
'
皆
仙
鬼
作
へ
或
夢
中
所
作
也
.
又
記
、
『
太

平
広
記
』
中
、
有
人
為
鬼
物
所
引
入
墳
墓
へ
骨
草
屋
洞
戸
。
忽
為
劫
墓
者
所
驚
'
出
へ
逐
失
所
見
。
但
云
'
「
完
花
半
落
ち
総
風
晩

清
。
」
吾
毎
愛
此
両
句
.
故
附
之
書
末
.
(
元
祐
三
年
二
月
二
十
1
日
夜
、
魯
直
・
寿
朋
・
天
啓
と
、
伯
時
の
斎
舎
に
会
す
o
此
の
l

巻
は
、
曹
な
仙
鬼
の
作
へ
或
い
は
夢
中
に
作
る
所
な
-
。
又
た
記
す
、
『
太
平
広
記
』
中
に
、
人
有
-
鬼
物
の
引
-
所
と
為
-
て
櫨

お
び

墓
に
入
る
に
'
皆
な
華
屋
洞
戸
な
-
。
忽
ち
墓
を
劫
か
す
者
の
驚
か
す
所
と
為
り
て
'
出
で
、
遂
に
見
る
所
を
失
ふ
。
但
だ
云
ふ
'

「
完
花
半
ば
落
ち
へ
松
風
晩
に
清
し
」
と
。
吾
毎
に
此
の
両
句
を
愛
す
。
故
に
之
を
書
末
に
附
す
。
)

(
4
)

元
祐
三
年
(
一
〇
八
八
)
は
、
蘇
拭
が
知
貢
挙
と
な
っ
た
五
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
二
月
二
十
一
日
夜
に
'
黄
庭
堅
(
字
、
魯
直
。

1
〇
四
五
～
二
〇
五
)
・
寿
朋
(
伝
未
詳
)
・
薬
肇
(
字
、
天
啓
-
　
-
　
1
　
1
一
九
)
　
の
三
人
と
'
李
公
麟
(
字
へ
伯
時
o
 
l
〇
四
九

～
二
〇
六
)
の
書
斎
に
集
ま
と
幽
霊
や
神
仙
の
詩
l
巻
を
編
ん
だ
と
1
 
3
,
つ
0
そ
し
て
、
蘇
乾
は
『
太
平
広
記
』
の
中
の
「
完
花
半
ば

落
ち
へ
桧
風
晩
に
清
し
」
と
い
う
二
句
が
好
き
だ
と
付
記
し
て
い
る
。

t
^
l

こ
の
二
句
は
'
『
太
平
広
記
』
巻
三
三
九
　
(
鬼
二
四
)
　
「
雀
書
生
」
　
(
出
『
博
物
志
』
)
　
に
見
え
る
。

博
陵
(
河
北
省
定
州
市
)
　
の
雀
書
生
は
、
貞
元
年
間
(
七
八
五
～
八
〇
五
)
清
明
節
で
長
安
か
ら
故
郷
の
沼
南
(
陳
西
省
滞
南
市
)
　
に

帰
る
途
中
、
一
人
の
美
し
い
娘
を
見
か
け
る
。
娘
が
道
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
で
'
雀
は
馬
を
貸
し
与
え
そ
の
後
を
追
っ
た
。
林

の
中
の
'
桃
李
の
芳
香
が
漂
う
立
派
な
屋
敷
に
至
り
'
母
親
か
ら
娘
を
救
っ
て
く
れ
た
お
礼
を
述
べ
ら
れ
'
ご
馳
走
に
あ
ず
か
る
。
娘
は

名
を
玉
嬢
と
い
い
へ
雀
は
彼
女
と
懇
ろ
な
伸
と
な
り
、
こ
の
上
な
い
喜
び
を
尽
-
す
。
あ
る
日
突
然
へ
賊
が
来
た
と
い
っ
て
'
雀
は
玉
嬢

四
三



に
門
か
ら
押
し
出
さ
れ
る
。
雀
が
門
を
出
る
と
、
王
族
の
姿
は
見
え
ず
'
自
分
は
穴
の
中
に
い
て
、
「
唯
見
完
花
半
落
,
松
風
晩
清
,
黄

等
紫
英
、
草
露
姑
衣
而
巳
。
」
(
唯
見
る
'
完
花
半
ば
落
ち
へ
松
風
晩
に
清
-
、
黄
等
紫
英
へ
草
露
衣
を
治
す
の
み
を
。
)
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。
そ
こ
は
、
北
周
・
趨
王
(
文
帝
の
子
、
字
文
招
)
の
娘
の
墓
中
で
あ
と
雀
の
下
僕
が
主
人
の
後
を
追
っ
て
、
墓
を
掘
り
起
こ
し
て

い
た
の
を
、
墓
中
の
人
は
賊
が
来
た
と
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
雀
は
事
に
感
じ
、
墓
を
元
通
-
に
埋
め
さ
せ
た
。

(
6
)

蘇
拭
が
好
み
の
旬
と
し
て
引
用
し
た
の
は
、
原
文
を
挙
げ
た
箇
所
の
二
句
で
あ
る
。
蘇
韓
が
『
太
平
広
記
』
を
読
ん
で
,
そ
の
一
節
を

印
象
深
い
も
の
と
し
て
記
憶
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
に
引
-
八
首
の
詩
に
も
『
太
平
広
記
』
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
。

○
忽
然
湖
上
片
雲
飛
'
不
覚
中
流
雨
湿
衣
。
折
得
荷
花
津
忘
却
'
空
将
荷
菓
蓋
頭
帰
。
(
忽
然
と
し
て
湖
上
　
片
雲
飛
び
,
覚
え
ず
中
流

す

ペ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

雨
　
衣
を
湿
す
o
荷
花
を
折
-
得
た
る
も
揮
て
忘
却
L
へ
空
し
-
荷
葉
を
将
っ
て
頚
を
蓋
ひ
て
帰
る
。
)

○
浦
口
潮
来
初
瀞
漫
、
蓮
舟
溶
浸
採
花
難
。
芳
心
不
恨
空
帰
去
、
会
得
潮
平
更
折
看
.
(
浦
口
　
潮
来
り
初
め
瀞
漫
た
り
、
蓮
舟
洛
渡
と

か

な

　

　

　

　

　

　

　

か

な

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

7

)

し
て
花
を
採
る
こ
と
難
し
。
芳
心
憎
は
ず
空
し
-
煤
-
去
-
、
会
ず
潮
の
平
か
な
る
を
待
ち
て
更
に
折
-
て
看
ん
。
)1

v
j
)

こ
の
二
首
と
も
'
『
太
平
広
記
』
巻
三
〇
五
(
神
i
五
)
「
王
法
智
」
(
出
『
広
異
記
』
)
に
あ
る
神
の
作
っ
た
詩
で
あ
る
o

O
爺
嬢
送
我
青
楓
根
、
不
記
青
楓
幾
回
落
。
当
時
手
刺
衣
上
花
へ
今
日
為
灰
不
堪
着
。
(
爺
嬢
　
我
を
送
る
青
楓
の
根
,
記
せ
ず
青
楓
幾

回
か
落
つ
る
を
。
当
時
手
づ
か
ら
刺
す
衣
上
の
花
へ
今
日
　
灰
と
為
-
て
着
る
に
堪
え
ず
。
)

O

『
太
平
広
記
』
巻
三
四
五
(
鬼
三
〇
)
「
劉
方
玄
」
(
出
『
博
異
記
』
)
に
あ
る
幽
鬼
の
作
っ
た
詩
で
あ
る
。

○
卜
得
上
映
日
、
秋
江
風
浪
多
。
巴
陵
二
枚
雨
、
腸
断
木
蘭
歌
。
(
-
し
得
た
り
上
峡
の
日
、
秋
江
風
浪
多
し
。
巴
陵
一
夜
の
雨
、
腸
は

断
つ
木
蘭
の
歌
。
)

『
太
平
広
記
』
巻
三
四
六
(
鬼
三
一
)
「
威
夏
」
(
出
『
河
東
記
』
)

○
寒
草
白
露
裏
、
乱
山
明
月
中
。
是
夕
苦
吟
罷
、
寒
燭
与
君
同
。

と
も

君
と
同
に
せ
ん
。
)

(S)

に
あ
る
幽
鬼
の
作
っ
た
詩
で
あ
る
。

や

(
寒
草
白
露
の
裏
へ
乱
山
明
月
の
中
。
是
の
夕
　
苦
吟
罷
み
'
寒
燭

四
四



(s)

『
太
平
広
記
』
巻
三
四
四
(
鬼
二
九
)
　
「
租
借
」
　
(
出
『
会
昌
解
棟
録
』
)
　
に
あ
る
客
死
し
た
幽
鬼
の
作
っ
た
詩
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
八
首
中
、
五
首
が
『
太
平
広
記
』
に
収
録
す
る
話
に
あ
る
詩
で
あ
る
。
且
つ
最
後
の
詩
の
第
一
句
「
寒
草
白
露
裏
」
は
'

現
行
の
『
太
平
広
記
』
で
は
「
自
草
寒
路
裏
」
に
作
る
が
、
孫
潜
の
手
校
に
よ
れ
ば
紗
宋
本
は
「
寒
草
白
露
裏
」
に
作
っ
て
い
た
と
い
う

(
厳
1
拝
『
太
平
広
記
校
勘
記
』
(
台
湾
芸
文
印
書
館
へ
　
1
九
七
〇
年
)
に
よ
る
)
.
蘇
乾
の
記
す
も
の
と
同
じ
で
あ
る
O
蘇
乾
の
見
た
宋

本
『
太
平
広
記
』
が
存
在
し
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
他
へ
　
『
東
披
題
蹴
』
に
は
、
夢
中
の
詩
や
幽
鬼
の
詩
に
関
す
る
記
事
も
あ
る
.
蘇
拭
は
、
「
峡
山
寺
」
詩
(
清
・
王
文
語
輯

註
『
蘇
拭
詩
集
』
巻
三
八
)
　
に
'

佳
人
剣
翁
孫
へ
遊
戯
暫
人
間
。
忽
憶
繍
雲
侶
、
既
詩
留
玉
環
o
　
(
佳
人
は
剣
翁
の
孫
、
遊
戯
し
て
暫
-
人
間
に
あ
-
.
忽
ち
憶
ふ
暗

雲
の
侶
'
詩
を
威
し
て
玉
環
を
留
む
。
)

と
'
唐
・
蓑
鋼
『
伝
奇
』
所
収
の
衰
氏
(
猿
の
化
し
た
女
性
)
と
孫
格
の
恋
物
語
を
詠
み
込
む
の
を
は
じ
め
、
『
捜
神
記
』
　
『
捜
神
後
記
』

『
漠
武
内
伝
』
『
続
斉
詳
記
』
「
枕
中
記
」
「
南
村
太
守
伝
」
「
長
恨
歌
伝
」
「
鷺
驚
伝
」
な
ど
か
な
-
の
六
朝
唐
代
の
小
説
を
読
ん
で
い
た
こ

(
1
2
)

と
が
知
ら
れ
て
い
る
o
こ
れ
ら
が
『
太
平
広
記
』
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
更
に
1
段
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
が
な
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
蘇
乾
の
師
欧
陽
修
も
『
新
唐
書
』
芸
文
志
で
小
説
家
の
内
容
を
l
変
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
'
小
説
を

相
当
数
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
蘇
乾
と
併
せ
て
、
北
宋
の
文
人
全
般
に
つ
い
て
の
検
討
も
当
然
必
要
に
な
っ
て
-
る
。

も
う
一
例
へ
北
末
の
文
人
が
『
太
平
広
記
』
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
記
事
が
、
宋
・
表
文
の
『
嚢
儲
聞
評
』
　
(
衆
珍
版
叢
書
所
収
)
巻
五

に
見
ら
れ
る
。
表
文
は
'
唐
・
太
宗
が
王
義
之
「
蘭
亭
」
　
の
真
跡
を
広
州
の
僧
侶
か
ら
手
に
入
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、
次
の
よ
う
な
引
用

を
行
う
。宋
景
文
公
『
雛
妬
集
』
亦
云
、
「
余
幼
時
読
『
太
平
広
記
』
、
見
唐
太
宗
遣
粛
翼
購
蘭
亭
帖
へ
蓋
請
以
出
之
.
軌
嘆
息
日
、
蘭
亭
叙
、

若
是
貴
耶
。
以
太
宗
之
賢
、
親
裁
乎
近
世
、
所
無
奈
何
溺
小
時
好
而
軽
失
信
子
天
下
也
。
-
-
」
　
(
宋
景
文
公
の
『
難
路
集
』
に
亦
云

四
五



ふ
'
「
余
幼
時
『
太
平
広
記
』
を
読
み
、
唐
の
太
宗
粛
翼
を
達
は
し
て
蘭
亭
帖
を
購
は
し
む
る
に
,
蓋
し
謁
-
て
以
て
之
を
出
さ

し
む
る
を
見
る
。
耽
ち
嘆
息
し
て
日
工
蘭
亭
叙
は
'
是
の
若
-
貴
き
か
。
太
宗
の
賢
を
以
て
,
近
世
に
親
裁
た
ら
し
め
ん
と
す
る

も
'
小
噂
好
に
溺
れ
て
軽
し
-
信
を
天
下
に
失
ふ
を
奈
何
と
も
す
る
無
き
所
な
り
。
-
-
」
と
O
)

宋
景
文
公
が
い
う
話
は
'
確
か
に
『
太
平
広
記
』
巻
二
〇
八
(
書
三
)
に
,
「
購
蘭
亭
序
」
(
出
『
法
書
要
録
』
)
、
「
又
」
(
出
『
紀
聞
』
)

と
題
し
て
二
話
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宋
景
文
公
、
即
ち
宋
祁
(
九
九
八
⊥
〇
六
こ
は
、
欧
陽
傭
と
と
も
に
『
新
唐
書
』
を
編
纂
し
た
,

北
宋
初
期
の
文
人
で
あ
と
そ
の
彼
が
幼
児
の
時
に
『
太
平
広
記
』
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
1
3
)

更
に
、
北
宋
・
王
尭
臣
等
が
慶
歴
元
年
(
1
0
四
こ
十
二
月
に
奉
っ
た

(_ -ri

等
撰
。
広
記
五
百
巻
　
李
坊
等
撰
　
(
原
釈
)
博
採
軍
書
、
以
類
分
門
。
」
と
、

『
崇
文
総
目
』
類
書
類
に
も
'
「
太
平
御
覧
1
千
巻
　
李
坊

『
太
平
御
覧
』
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
へ

四
六

『
太
平
広
記
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
書
目
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

続
い
て
南
宋
・
元
の
書
目
等
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

○
『
郡
斎
読
重
心
』
晃
公
武
(
高
宗
の
紹
興
二
年
八
二
三
二
)
進
士
)
撰

(
1
5
)

[
小
説
類
]
太
平
広
記
五
百
巻
右
皇
朝
太
平
興
国
初
'
詔
李
坊
等
取
古
今
小
説
編
纂
成
書
。
同
太
平
御
覧
上
之
。

鹿
革
事
類
三
十
巻
、
鹿
革
文
類
三
十
巻
右
節
『
太
平
広
記
』
事
実
成
這
、
日
事
類
。
詩
文
成
這
,
日
文
類
。
泰
蕃

晋
如
所
撰
。
晋
如
博
学
通
音
律
、
能
属
文
、
与
十
父
相
友
善
。

北
宋
末
に
は
、
薬
蕃
(
l
〇
六
四
-
1
1
1
1
-
字
、
晋
如
。
)
に
よ
っ
て
、
『
太
平
広
記
』
の
節
録
本
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
(
S
)

T
-
0

○
『
通
志
略
』
鄭
樵
(
二
〇
三
～
二
六
二
)
撹

[
芸
文
略
類
書
類
下
]
太
平
御
覧
一
千
巻
太
平
興
国
中
,
詔
李
坊
等
十
四
人
編
集
。
八
年
書
成
,
初
名
『
太
平
総
類
』
、
後
改
日

『
太
平
御
覧
』
。
蓋
以
年
号
命
名
。

又
目
録
十
巻



太
平
広
記
五
百
巻
　
李
坊
滞
。
『
御
覧
』
之
外
へ
採
其
異
而
為
『
広
記
』
。

[
校
健
略
　
迂
釈
無
義
論
一
篇
]
　
　
『
太
平
広
記
』
者
、
乃
『
太
平
御
覧
』
別
出
『
広
記
』
　
l
書
、
専
記
異
事
.
奈
何
「
崇
文
之
目
」

所
説
へ
不
及
此
意
、
但
以
謂
「
博
採
軍
書
へ
以
類
分
門
。
」
凡
是
類
書
、
皆
可
「
博
採
軍
書
、
以
類

分
門
。
」
不
知
『
御
覧
』
之
与
『
広
記
』
又
何
異
。
『
崇
文
』
所
釈
'
大
概
如
此
。

こ
れ
は
先
の
『
崇
文
総
目
』
の
「
原
釈
」
が
『
太
平
御
覧
』
と
『
太
平
広
記
』
　
の
区
別
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
批
判
し
'
『
太
平
広

記
』
　
の
内
容
を
「
専
ら
異
事
を
記
す
」
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
『
直
斎
書
録
解
題
』
陳
振
孫
(
一
二
三
四
～
i
二
三
六
に
新
西
提
挙
と
な
る
)
撰

[
小
説
家
類
]
　
太
平
広
記
五
百
巻
　
太
平
興
国
二
年
、
詔
学
士
李
坊
、
雇
蒙
等
修
『
御
覧
』
へ
　
又
取
野
史
伝
記
故
事
小
説
撰
集
。
明
年

書
成
、
名
『
太
平
広
記
』
。

○
『
遂
初
堂
書
目
』
尤
衰
(
二
二
五
～
二
九
四
、
高
宗
の
紹
興
l
八
年
八
二
四
八
)
進
士
)
撰

[
小
説
類
]
京
本
太
平
広
記

「
京
本
」
と
冠
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
『
太
平
広
記
』
が
民
間
で
出
版
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
『
老
学
者
筆
記
』
巻
八
　
陸
源
(
t
 
i
 
l
l
五
～
1
二
〇
九
)
撰

陳
師
錫
家
事
儀
へ
謂
冬
至
前
l
日
為
「
冬
住
」
へ
与
歳
除
夜
為
対
へ
蓋
開
音
也
。
予
読
『
太
平
広
記
』
へ
三
百
四
十
巻
有
慮
頭
伝
云
'
「
是

夕
へ
冬
至
除
夜
。
」
乃
知
唐
人
冬
至
前
一
日
へ
亦
謂
之
「
除
夜
」
。
『
詩
』
唐
風
、
「
日
月
其
除
。
」
除
へ
音
直
慮
反
。
則
所
謂
「
冬
住
」
者
、

「
冬
除
」
也
。
陳
氏
伝
其
語
、
両
夫
其
字
耳
。

陸
源
は
'
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
四
十
(
鬼
二
十
五
)
　
「
慮
頭
」
　
(
出
『
通
幽
録
』
)
の
l
句
を
引
い
て
'
「
冬
至
」
の
前
日
を
「
除
夜
」

と
称
し
て
い
た
例
証
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
蘇
乾
の
場
合
と
同
様
に
『
太
平
広
記
』
の
文
章
に
精
通
し
て
い
な
い
と
思
い
浮
か
ば
な
い

よ
う
な
引
用
で
あ
る
。

四
七



(S)

○
『
酔
翁
談
録
』
羅
樺
撰
　
[
小
説
開
聞
]

夫
小
説
者
へ
雄
為
末
学
、
尤
務
多
聞
。
非
庸
常
浅
識
之
流
へ
有
博
覧
該
通
之
理
。
幼
習
『
太
平
広
記
』
へ
長
攻
歴
代
史
書
。

唐
代
小
説
を
粉
本
に
し
た
宋
元
の
説
話
を
収
録
し
'
説
話
人
の
語
り
の
種
本
と
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
『
酔
翁
談
録
』
に
も
'
幼
時

に
『
太
平
広
記
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
諸
本
の
中
に
も
宋
本
の
痕
跡
を
留
め
る
も
の
が
あ
と
後
述
す
る
、
孫
潜
、
陳
麿
が
そ
れ
ぞ
れ
校
訂
に
使
用
し
た
と
い
う
宋
抄

(
1
8
)

本
へ
宋
刻
本
は
'
南
宋
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
'
中
華
書
局
本
『
太
平
広
記
』
の
「
点
校
説
明
」
　
(
一
九
六
一
年
六
月
十
日
)
で
迂
紹
橡
氏
は
'
『
太

平
広
記
』
　
の
流
伝
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

雑
然
『
太
平
広
記
』
的
印
板
在
刻
成
後
不
久
就
被
収
蔵
起
来
、
但
北
宋
末
年
巳
有
薬
蕃
節
取
宅
的
資
料
へ
編
成
『
鹿
革
事
類
』
和
『
文

類
』
各
三
十
巻
(
拠
衛
本
晃
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
十
三
著
録
)
。
可
見
北
宋
時
並
非
絶
無
流
伝
、
不
遇
得
兄
的
人
根
少
而
巳
。
又
、

今
日
所
見
各
本
中
、
「
構
」
字
還
有
改
為
「
御
名
」
之
処
、
顕
然
是
沿
拠
南
宋
刻
本
、
避
去
宋
高
宗
的
名
証
。
尤
衰
『
遂
初
堂
書
目
』

中
也
著
録
有
『
京
本
太
平
広
記
』
へ
也
是
南
宋
有
翻
刻
本
的
証
拠
。
宋
人
文
集
的
旧
注
本
中
也
有
引
用
到
『
太
平
広
記
』
的
、
羅
樺

『
酔
翁
談
録
』
中
指
出
当
時
説
話
人
必
須
「
幼
習
『
太
平
広
記
』
」
。
宋
元
的
話
本
、
雑
劇
へ
諸
宮
調
等
経
常
採
用
『
太
平
広
記
』
中

所
載
的
故
事
'
至
千
明
清
的
小
説
戯
曲
根
多
也
是
従
『
太
平
広
記
』
中
挽
到
題
材
的
.
可
見
這
部
書
対
干
後
世
文
学
的
発
展
、
曽
起

過
根
大
的
影
響
。

北
朱
の
時
代
に
も
『
太
平
広
記
』
が
読
ま
れ
て
い
た
の
は
、
蘇
拭
・
宋
祁
な
ど
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
-
'
そ
し
て
南
宋
か
ら
元

明
に
か
け
て
小
説
や
戯
曲
の
粉
本
と
し
て
唐
代
小
説
が
大
い
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
'
『
太
平
広
記
』
の
読
者
層
広
が
-
'

翻
刻
本
も
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
太
平
広
記
』
　
の
流
伝
そ
の
も
の
が
'
宋
代
以
降
の
中
国
文
学
に
占
め
る
「
小
説
」

の
地
位
の
高
ま
-
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

四
八



二
　
現
行
の
　
『
太
平
広
記
』
諸
本

○
談
憎
本
『
太
平
広
記
』
の
北
宋
本
は
も
ち
ろ
ん
南
宋
本
も
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
現
行
の
『
太
平
広
記
』
は
、
明
・
談
憶
が
写
本
を
手

に
入
れ
'
秦
次
山
・
強
椅
腰
・
唐
石
東
ら
と
校
訂
を
加
え
て
、
嘉
靖
四
五
年
(
一
五
六
六
)
に
刊
行
し
た
も
の
に
始
ま
る
。
江
紹
檀
氏
(
中

(
S
)
　
　
　
(
8
)

華
書
局
本
「
点
校
説
明
」
)
に
よ
れ
ば
へ
そ
の
談
憶
本
に
も
次
の
三
種
類
が
あ
る
と
い
う
。
程
毅
中
氏
と
張
国
風
氏
の
指
摘
、
及
び
中
華
書

局
本
・
許
日
昌
本
と
の
比
較
も
加
え
て
異
同
の
要
点
を
記
す
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
江
氏
[
初
印
本
]
'
程
氏
[
甲
本
]
、
張
氏
[
文
t
」
>
C
^
c
o
¥
L
O
r
-
(
-
t
f
]
)

・
巻
二
六
一
(
喋
郎
四
)
へ
巻
二
六
二
　
(
喋
郡
五
)
、
巻
二
六
三
　
(
無
頼
一
)
へ
巻
二
六
四
(
無
頼
二
)
　
の
四
巻
を
欠
く
。

・
巻
二
六
五
(
軽
薄
一
)
と
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
l
)
　
の
巻
首
に
識
語
が
無
い
。

・
巻
二
六
五
(
軽
薄
一
)
　
「
劉
祥
」
　
「
劉
孝
緯
」
　
「
許
敬
宗
」
　
「
盈
川
令
」
　
「
雀
淀
」
　
「
杜
審
言
」
　
「
杜
甫
」
　
「
陳
通
方
」
「
李
賀
」
　
「
李
群
玉
」

「
温
庭
箱
」
「
帝
能
」
の
十
二
篇
は
'
文
が
②
③
と
異
な
-
'
許
刻
本
と
同
じ
。

・
巻
二
六
五
(
軽
薄
一
)
　
②
③
に
無
い
「
汲
師
」
　
「
雀
餅
」
　
「
西
川
人
」
　
「
河
中
幕
客
」
　
「
程
昭
符
」
　
「
温
定
」
六
篇
が
有
-
、
許
刻
本
と
配

列
順
は
異
な
る
が
'
文
は
同
じ
。

・
巻
二
六
九
(
酷
暴
三
)
　
　
「
李
紳
」
　
の
文
が
②
③
と
異
な
-
'
許
刻
本
と
同
じ
。

・
巻
二
六
九
(
酷
暴
三
)
　
②
③
に
無
い
　
「
胡
湖
」
「
章
公
幹
」
「
趨
思
棺
」
「
安
道
進
」
四
篇
が
有
-
'
文
は
許
刻
本
と
同
じ
。

・
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
一
)
　
　
「
洗
氏
」
　
の
文
が
②
③
と
異
な
-
'
許
刻
本
と
同
じ
。
(
許
刻
本
は
「
又
」
と
遷
し
て
こ
の
本
と
同
文
の
も

の
も
載
せ
て
い
る
。
)

・
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
1
)
　
　
「
賓
烈
女
」
の
文
が
②
③
と
異
な
-
、
許
刻
本
と
同
じ
.
(
許
刻
本
は
「
奉
天
寮
氏
二
女
」
と
遷
し
て
こ
の

四
九



本
と
同
文
の
も
の
も
載
せ
て
い
る
。
)

・
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
一
)
　
②
③
に
無
い
　
「
李
誕
女
」
「
養
成
妻
」
「
貌
知
古
妻
」
「
侯
四
娘
」
「
鄭
路
女
」
「
郷
僕
妻
」
「
歌
者
婦
」
　
の
七
篇

が
有
り
'
許
刻
本
と
配
列
順
は
異
な
る
が
、
文
は
同
じ
。

②
江
氏
[
後
印
本
]
'
程
氏
[
乙
本
]
'
張
氏
　
-
O
r
H
^
l
o
1

・
巻
二
六
一
(
噴
都
四
)
へ
巻
二
六
二
　
(
喋
都
五
)
、
巻
二
六
三
　
(
無
頼
こ
'
巻
二
六
四
(
無
頼
二
)
　
の
四
巻
を
欠
-
。

・
巻
二
六
五
(
軽
薄
l
)
と
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
1
)
　
の
巻
首
に
そ
れ
ぞ
れ
隆
慶
元
年
(
1
五
六
七
)
　
の
談
憶
の
識
語
が
あ
る
。

八
巻
二
六
五
巻
首
)
余
聞
蔵
書
家
有
宋
刻
蓋
朗
七
巻
云
。
其
三
巻
余
致
之
得
十
之
七
、
巳
付
之
梓
。
其
四
巻
僅
十
之
二
三
。
博
拾
君

子
　
其
明
以
語
我
へ
庶
幾
為
全
書
云
。
隆
慶
改
元
秋
七
月
朔
日
十
山
談
憶
志
。

八
巻
二
七
〇
巻
首
)
此
巻
宋
板
原
問
。
予
致
家
蔵
請
書
得
十
1
人
補
之
。
其
余
間
文
尚
侯
他
日
0
十
山
談
憶
志
.

・
巻
二
六
五
(
軽
薄
一
)
　
の
目
次
「
汲
師
」
の
下
に
「
以
下
倶
閲
」
の
小
字
が
有
-
'
「
汲
師
」
「
峯
騨
」
「
西
川
人
」
「
河
中
幕
客
」
「
笹

昭
符
」
「
温
定
」
六
篇
の
本
文
が
無
い
。

・
巻
二
六
九
(
酷
暴
三
)
の
目
次
「
胡
澗
」
の
下
に
「
以
下
倶
開
文
」
の
小
字
が
有
-
'
「
胡
潤
」
　
「
章
公
幹
」
　
「
陳
延
美
」
　
「
遁
思
結
」
　
「
安

道
進
」
　
の
五
篤
の
本
文
が
無
い
　
(
「
陳
延
美
」
は
①
に
も
無
い
)
。

・
巻
二
七
〇
(
婦
人
一
)
の
日
次
「
李
誕
女
」
の
下
に
「
以
下
倶
開
」
の
小
字
が
有
-
、
「
李
誕
女
」
　
「
義
成
妻
」
　
「
魂
知
古
妻
」
　
「
侯
四
娘
」

「
鄭
路
女
」
「
郁
僕
妻
」
「
歌
老
婦
」
　
の
七
篇
の
本
文
が
無
い
。

③
荘
氏
[
最
後
印
本
]
、
程
氏
[
丙
本
]
'
張
氏
[
o
f
f
l
S
<
」
>
l
o
l
o
-
t
o
m
o
o
]

・
巻
二
六
一
(
喋
都
四
)
、
巻
二
六
二
　
(
噴
郡
五
)
へ
巻
二
六
三
　
(
無
頼
一
)
へ
巻
二
六
四
(
無
頼
二
)
　
の
四
巻
が
有
る
。

・
巻
二
六
五
　
(
軽
薄
一
)
、
巻
二
六
九
(
酷
暴
三
)
へ
巻
二
七
〇
　
(
婦
人
一
)
　
は
'
②
と
同
じ
。

刊
行
順
に
つ
い
て
、
注
紹
橡
、
程
毅
中
の
両
氏
は
同
じ
だ
が
、
張
国
風
氏
は
'
識
語
と
収
録
作
品
の
関
係
と
、
明
・
胡
応
麟
『
少
室
山

五
〇



房
筆
叢
』
巻
三
五
「
二
酉
綴
遺
(
上
)
」
に

『
広
記
』
稽
前
、
刻
於
錫
山
談
中
丞
.
談
於
此
書
、
頗
津
力
健
校
.
又
蔵
書
家
有
宋
本
、
政
雄
間
有
舛
靴
、
視
『
御
覧
』
則
天
淵
.

第
中
開
「
喋
都
類
」
二
巻
・
「
無
頼
類
」
二
巻
・
「
軽
薄
類
」
一
巻
、
而
「
酷
暴
」
開
「
胡
潤
」
等
五
事
、
「
婦
女
」
開
「
李
誕
」

等
七
事
。
談
謂
遍
閲
諸
蔵
書
家
悉
然
、
疑
宋
世
巳
亡
。

と
あ
る
の
が
②
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
'
江
氏
の
言
う
②
が
初
印
本
で
①
が
後
印
本
だ
と
い
う
。
一
方
へ
江
紹
檀
氏
は
、
嘉
靖
四
五
年
刊

行
後
の
隆
慶
元
年
の
識
語
の
有
無
か
ら
'
初
印
と
後
印
の
順
を
付
し
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
二
六
五
と
巻
二
七
〇
に
収
録
す
る
①
の
本
文
(
江

紹
橡
校
注
で
は
、
「
不
知
拠
何
本
補
」
と
い
う
)
は
'
後
述
の
許
刻
本
と
同
じ
で
あ
と
②
と
③
の
本
文
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
①
と
②

③
が
別
系
統
本
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
初
印
、
後
印
と
順
序
づ
け
る
に
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
江
氏
が
③
を
祖
本
と
す

る
と
言
う
許
刻
本
が
、
巻
二
六
五
と
巻
二
七
〇
に
関
し
て
は
①
と
同
じ
だ
と
い
う
点
に
も
問
題
が
残
る
。

張
国
風
氏
は
、
①
②
③
以
外
に
更
に
も
う
一
本
の
談
憶
本
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
①
②
と
③
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
。

④
張
氏
[
.
-
i
c
x
i
^
f
0
-
0
0
]

・
巻
二
六
一
～
巻
二
六
四
が
許
刻
本
と
同
じ
で
、
巻
二
六
五
へ
巻
二
六
九
、
巻
二
七
〇
の
三
巻
は
①
と
②
の
原
板
を
合
成
し
た
も
の
。

現
在
、
①
②
④
は
北
京
図
書
館
に
有
-
、
③
は
北
京
図
書
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
'
原
本
は
台
湾
に
有
る
と
い
う
。

⑤
[
北
平
文
友
堂
書
坊
依
明
談
憶
本
影
印
]

民
国
二
三
年
(
1
九
三
四
)
　
に
北
平
文
友
堂
書
坊
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
た
談
憶
本
で
あ
る
。
程
毅
中
氏
は
、
こ
の
文
友
堂
影
印
本
の
底

本
は
②
[
乙
本
]
　
で
あ
ろ
う
(
影
印
本
の
巻
二
六
1
-
巻
二
六
四
は
紗
補
し
た
も
の
)
と
い
う
O
確
か
に
文
友
堂
影
印
本
の
巻
二
六
1
-

巻
二
六
四
は
、
他
と
字
体
が
違
う
が
、
文
は
許
刻
本
と
同
じ
で
あ
る
o
談
憶
本
を
底
本
と
し
た
中
華
書
局
本
の
巻
二
六
l
～
巻
二
六
四
で

原
本
と
称
す
る
も
の
は
、
文
友
堂
影
印
本
と
同
じ
で
あ
-
、
②
と
の
異
同
に
関
す
る
校
注
が
仝
-
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

五
一



(7~.¥

文
友
堂
影
印
本
・
中
華
書
局
本
と
も
に
そ
の
底
本
は
'
③
[
丙
本
]
　
(
江
氏
[
最
後
印
本
]
)
　
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
慮
錦
堂
氏

(
2
2
)

に
よ
れ
ば
'
蔵
書
印
が
博
増
湘
『
蔵
園
軍
書
題
記
続
集
』
巻
三
に
記
す
「
明
談
憎
刊
本
太
平
広
記
」
と
完
全
に
l
致
す
る
と
い
う
。
l
九

七
〇
年
に
芸
文
印
書
館
が
厳
一
弾
の
「
校
勘
記
」
を
付
し
て
影
印
出
版
し
た
も
の
へ
一
九
七
二
年
に
中
文
出
版
社
が
縮
刷
影
印
出
版
し
た

「
コ
＼

『
校
補
本
太
平
広
記
』
は
'
と
も
に
こ
の
文
友
堂
影
印
本
の
影
印
で
あ
る
。

ま
た
へ
慮
錦
堂
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
'
台
湾
に
は
、
文
友
堂
影
印
本
の
他
に
次
の
四
種
の
談
憶
本
が
あ
る
と
い
う
。

⑥
[
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
刻
本
]

・
巻
二
六
1
-
巻
二
六
四
を
欠
き
'
巻
二
六
五
、
巻
二
六
九
'
巻
二
七
〇
に
欠
文
有
-
。
(
②
に
似
る
.
)

⑦
[
国
立
台
湾
大
学
研
究
図
書
館
所
蔵
清
孫
潜
校
本
]

・
孫
潜
が
宋
抄
本
を
も
と
に
談
憶
本
を
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
厳
一
再
の
「
校
勘
記
」
　
(
民
国
六
〇
年
の
序
)
　
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

・
巻
四
八
七
～
巻
五
〇
〇
を
欠
-
。
孫
潜
以
外
の
後
補
が
あ
る
。

・
巻
二
六
1
-
巻
二
六
四
は
紗
補
さ
れ
て
い
る
が
'
巻
二
六
五
へ
巻
二
六
九
へ
巻
二
七
〇
の
欠
文
は
⑥
と
同
じ
.

厳
一
再
の
「
校
勘
記
序
」
の
考
証
に
よ
れ
ば
'
孫
潜
は
明
の
万
暦
四
〇
年
(
一
六
l
二
)
前
後
に
生
ま
れ
へ
清
の
康
配
二
七
年
(
l
六

七
八
)
ご
ろ
卒
L
t
宋
抄
本
に
よ
る
校
訂
は
康
配
…
七
年
(
一
六
六
八
)
　
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
『
胡
適
手
稿
』
第
四
集
巻
一
に
「
孫
潜

(加)

校
本
的
残
本
十
六
巻
」
が
あ
る
。
張
国
風
「
『
太
平
広
記
』
宋
本
原
貌
考
」
で
も
論
究
さ
れ
て
い
る
。

⑧
[
前
北
平
図
書
館
所
蔵
刻
本
]

・
巻
二
六
一
～
巻
二
六
四
は
紗
補
で
は
な
く
へ
補
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
二
六
五
、
巻
二
六
九
、
巻
二
七
〇
の
欠
文
は
⑥
と
同
じ
。

(
③
に
似
る
。
)

⑨
[
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
博
斯
年
図
書
館
所
蔵
刻
本
]

・
巻
二
六
一
～
巻
二
六
四
は
砂
補
で
は
な
-
、
補
刊
さ
れ
た
も
の
で
⑧
と
同
じ
。

五
二



・
巻
二
六
五
と
巻
二
七
〇
は
そ
れ
ぞ
れ
両
巻
有
-
、
l
つ
の
巻
二
六
五
と
巻
二
七
〇
は
⑥
と
同
じ
で
'
も
う
1
つ
は
文
字
の
異
同
が
あ
-
、

欠
文
も
隆
慶
元
年
の
識
語
も
な
-
'
許
刻
本
・
黄
氏
巾
箱
本
と
も
違
う
。
慮
錦
堂
氏
は
、
許
刻
本
巻
二
七
〇
の
巻
首
に
「
此
巻
宋
板
原

開
、
旧
刻
復
賛
1
巻
.
今
訂
取
其
一
'
備
有
謬
皇
'
不
妨
更
駁
O
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
刻
談
憶
本
に
重
複
し
て
存
在

し
て
い
た
も
の
の
一
本
で
は
な
い
か
と
い
う
。

⑲
[
四
庫
全
書
本
]

I'fi)

『
四
庫
全
書
総
日
提
要
』
に
'
「
此
本
為
明
嘉
靖
中
右
都
御
史
談
憎
所
刊
へ
巻
頁
間
有
閑
供
。
」
と
い
う
が
'
張
国
風
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
ど
の
談
憧
本
と
も
1
致
せ
ず
、
許
刻
本
・
黄
氏
巾
箱
本
な
ど
を
参
考
に
し
た
-
'
或
い
は
独
自
の
見
解
で
随
意
に
字
句
を
改
め
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
へ
文
淵
閣
本
に
は
談
憶
の
識
語
が
無
-
、
文
津
閤
本
巻
二
七
〇
に
は
識
語
が
あ
る
な
ど
'
両
本
間
で
も
異

同
が
見
ら
れ
る
。

談
憶
本
を
著
録
す
る
書
目
に
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
と
偉
増
湘
『
蔵
園
軍
書
題
記
続
集
』
以
外
に
'
清
・
丁
丙
『
善
本
書
室
蔵

書
志
』
、
清
・
周
中
学
『
鄭
堂
読
書
記
』
へ
鯵
茎
孫
『
蛮
風
蔵
書
記
』
、
郡
慈
辰
撰
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
へ
羅

偉
国
・
胡
平
編
『
古
籍
版
本
題
記
索
引
』
　
(
上
海
書
店
、
l
九
九
l
年
)
　
に
よ
る
と
'
停
増
湘
『
双
鑑
楼
善
本
書
目
』
、
王
達
孫
『
振
椅
堂

書
録
』
　
に
も
談
憧
本
を
著
録
す
る
と
い
う
。

談
憶
本
に
関
し
て
は
'
日
本
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
本
(
②
江
氏
[
後
印
本
]
'
程
氏
[
乙
本
]
'
張
氏
[
1
0

(
2
6
)

・
^
f
<
」
>
]
と
1
致
す
る
。
半
葉
十
二
行
へ
　
l
行
二
十
二
字
、
五
十
冊
本
)
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。

○
許
日
昌
本
(
許
刻
本
)

巻
頭
の
李
噺
の
上
表
文
の
後
に
嘉
靖
四
五
年
の
談
憎
の
自
序
は
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
-
'
自
身
の
序
は
な
い
が
へ
各
巻
の
巻
首
に
「
明

長
洲
許
日
昌
玄
祐
甫
校
」
の
一
行
十
字
が
あ
り
、
半
菓
十
二
行
へ
一
行
二
十
四
字
で
、
字
体
も
談
憶
本
と
は
異
な
-
'
新
た
に
刻
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
二
七
〇
の
巻
首
に
「
此
巻
宋
板
原
間
へ
旧
刻
復
賛
一
巻
。
今
訂
取
其
二
個
有
謬
整
、
不
妨
更
駁
。
」
と

五
三



い
う
注
記
が
あ
と
許
氏
が
見
た
談
憶
本
が
一
種
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

1
c
I
J

刊
行
年
に
つ
い
て
は
へ
明
・
鳩
夢
龍
(
l
五
七
四
～
l
六
四
五
)
評
纂
『
太
平
広
記
紗
』
の
「
小
引
」
に
'

於
是
乎
『
御
覧
』
書
成
、
而
筆
其
余
為
『
広
記
』
凡
五
百
巻
へ
以
太
平
興
国
年
間
進
呈
へ
故
冠
以
「
太
平
」
字
。
二
書
既
進
、
倶
命

鏡
板
頒
行
。
旋
有
言
『
広
記
』
煩
壊
、
不
切
世
用
へ
復
取
板
置
開
。
民
間
家
蔵
、
率
多
謄
写
、
以
故
流
伝
末
広
。
至
皇
明
文
治
大
興
、

博
雅
輩
出
へ
稗
官
野
史
、
悉
停
梨
登
架
、
而
此
書
独
未
授
梓
。
間
有
印
本
へ
好
事
者
用
間
中
活
板
、
以
故
桂
漏
差
錯
'
往
往
有
之
。

万
暦
間
、
茂
苑
許
氏
姶
営
利
劇
、
然
既
不
求
善
本
対
校
、
復
不
集
群
書
訂
考
へ
因
批
襲
随
へ
率
爾
災
木
へ
識
者
病
鳶
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
'
万
暦
年
間
(
1
五
七
三
～
l
六
二
〇
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
「
茂
苑
の
許
氏
始
め
て
剖
脚
を
営
む
」
と

い
う
か
ら
に
は
'
鳩
夢
龍
は
談
憶
本
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

許
刻
本
に
つ
い
て
の
鳩
夢
龍
の
評
価
は
良
-
な
い
が
、
そ
れ
は
談
憶
本
を
見
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
'
許
刻
本
自
体
は
'

程
毅
中
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
談
憶
本
の
よ
-
是
な
る
も
の
を
採
録
し
て
お
具
現
有
の
『
太
平
広
記
』
諸
本
の
中
で
は
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
許
刻
本
に
も
数
種
類
の
刷
-
の
異
な
る
版
本
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
へ
日
本
の
内
閣
文
庫
に
蔵
す
る
四
本
は
'
半
葉
の
行
数
(
十
二

行
)
、
l
行
の
字
数
(
二
十
苗
字
)
'
問
題
の
巻
二
六
一
～
巻
二
六
四
、
巻
二
六
五
へ
巻
二
六
九
へ
巻
二
七
〇
な
ど
の
体
裁
・
字
句
と
も
に

同
じ
で
あ
る
が
'
刷
-
と
冊
数
(
五
十
冊
本
が
二
本
へ
五
十
二
冊
本
、
四
十
冊
本
)
が
違
う
。
宮
内
庁
書
陵
部
書
蔵
本
、
静
養
堂
文
庫
所

蔵
本
へ
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
所
蔵
本
へ
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
本
も
上
記
の
体
裁
・
字
句
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
五
十
二
冊
本
へ
八
十
冊
本
へ
四
十
八
冊
本
へ
六
十
四
冊
本
と
冊
数
が
異
な
る
。
そ
の
他
、
目
録
調
査
に
よ
る
と
、
名
古
屋
市
立
蓬

(
2
8
)

左
文
庫
所
蔵
本
が
二
十
冊
本
、
新
潟
大
学
所
蔵
本
が
四
十
八
冊
本
と
な
っ
て
い
る
。
慮
錦
堂
氏
に
よ
れ
ば
'
台
湾
の
国
立
中
央
図
書
館
に

四
十
冊
本
と
五
十
二
冊
本
の
二
本
が
'
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
飴
に
二
十
四
冊
本
が
あ
る
と
い
う
。
な
お
へ
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
に
つ

(S)

い
て
は
、
阿
部
隆
l
氏
の
解
題
が
あ
る
o

五
四



書
目
で
は
、
清
・
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
』
、
郡
菰
辰
撰
・
郡
章
続
編
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
に
著
録
さ
れ
て
お
り
へ
　
『
増
訂
四

庫
簡
明
目
録
標
注
』
の
続
編
に
は
'
「
談
憶
刻
本
次
行
有
許
日
昌
校
刊
字
。
有
疑
許
刻
即
談
憎
者
、
但
談
刻
大
字
、
許
刻
小
字
,
回
目
有

別
也
。
」
と
、
談
憶
本
と
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る
。

○
[
陳
校
本
]

陳
庵
(
字
は
伸
魚
へ
号
は
簡
荘
。
l
七
五
二
上
人
l
七
)
が
残
宋
刻
本
を
も
と
に
許
日
昌
本
を
校
訂
し
た
宋
本
の
名
残
を
留
め
る
貴

(
8
)

重
な
も
の
で
、
北
京
図
書
館
に
所
蔵
す
る
。
中
華
書
局
本
も
校
勘
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
張
国
風
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
談

憧
本
と
の
異
同
の
全
て
を
記
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
張
国
風
氏
に
、
「
『
太
平
広
記
』
陳
麿
校
宋
本
異
文
輯
選
」
(
『
北
京
図
書
館
館

(
3
)

刊
』
1
九
九
五
年
三
・
四
合
刊
)
が
あ
る
o
解
題
は
、
清
・
呉
寿
場
『
拝
経
楼
蔵
書
題
蚊
記
』
へ
停
増
湘
『
蔵
園
軍
書
題
記
初
集
』
に
詳
し

い
。
郡
慈
辰
撰
・
郡
章
続
編
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
に
も
著
録
す
る
。

○
明
抄
本
(
明
・
呉
県
沈
氏
野
竹
斎
抄
本
)

明
の
沈
与
文
が
所
蔵
し
て
い
た
抄
本
で
、
現
在
は
北
京
図
書
館
所
蔵
。
中
華
書
局
本
が
校
訂
に
使
用
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、

(
8
)

そ
の
全
貌
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
張
国
風
氏
は
'
沈
与
文
が
嘉
靖
三
〇
年
(
一
五
五
一
)
に
八
十
歳
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
は
談
憧
本
刊
行
以
前
の
も
の
で
'
宋
本
或
い
は
元
本
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
羅
偉
国
・

胡
平
編
『
古
籍
版
本
題
記
索
引
』
　
(
上
海
書
店
二
九
九
l
年
)
に
よ
れ
ば
、
莫
伯
煤
『
五
十
万
巻
楼
軍
書
按
文
』
に
「
明
抄
本
」
が
著
録

さ
れ
て
い
る
。

○
明
嘉
靖
常
州
府
刻
本

郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
　
(
国
学
小
叢
書
へ
商
務
印
書
館
、
一
九
四
〇
年
)
に
、
「
此
本
学
伝
,
未
知
所
拠
為
何
本
。
僅
見
周
弘
視
『
古

今
書
刻
』
列
其
目
。
」
と
い
う
。

○
明
隆
慶
活
字
本

五
五



郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
に
、
「
此
本
字
跡
模
糊
へ
幾
於
不
能
卒
読
'
除
後
列
掃
兼
山
房
本
外
、
為
『
広
記
』
版
本
之
最
劣
者
。
北
平

3
叛
E

図
書
館
蔵
有
一
部
。
」
と
い
う
。
慮
錦
堂
氏
が
'
「
明
活
字
本
」
と
し
て
記
す
[
前
北
平
図
書
館
蔵
本
]
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
慮
氏
は
t
も

ぅ
一
本
[
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
]
を
「
明
活
字
本
」
と
し
て
解
題
を
施
し
へ
両
者
「
字
跡
模
糊
へ
幾
不
能
卒
読
、
且
出
処
甚
多
遺
漏
。
」

と
い
う
。

○
黄
氏
巾
箱
本

清
の
乾
隆
二
〇
年
(
1
七
五
五
)
に
、
黄
巌
(
暁
峰
)
が
談
憶
本
を
補
訂
し
て
刊
行
し
た
小
字
本
で
'
巻
首
に
乾
隆
l
八
年
の
黄
氏
の

序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
江
紹
橡
氏
は
、
談
憶
本
の
③
[
最
後
印
本
]
を
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
本
が
最
も
一
般
に
流
布

し
た
『
太
平
広
記
』
で
あ
と
漢
籍
を
所
蔵
す
る
図
書
館
に
は
ほ
と
ん
ど
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
九
年
に
は
新
興
書
局
か
ら
影
印
本

が
出
版
さ
れ
て
い
る
.
ま
た
へ
い
-
つ
か
の
後
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
.
郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
の
解
題
が
詳
し
い
o

O
[
嘉
慶
元
年
重
端
本
]

嘉
慶
元
年
(
一
七
九
六
)
　
に
重
刻
さ
れ
た
黄
氏
巾
箱
本
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
。

○
[
蘇
州
祭
文
堂
坊
刻
巾
箱
本
]

嘉
慶
二
年
(
一
八
〇
六
)
に
黄
氏
巾
箱
本
を
も
と
に
刻
さ
れ
た
本
。
郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
に
は
、
「
字
跡
不
明
、
錯
誤
亦
彩
。
」

と
い
う
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
。

○
[
三
譲
睦
記
本
]

道
光
二
六
年
(
一
八
四
六
)
に
黄
氏
巾
箱
本
を
も
と
に
刻
さ
れ
た
本
。
二
部
に
魯
迅
の
『
古
小
説
釣
沈
』
と
共
通
す
る
字
句
が
あ
る
。

神
戸
大
学
文
学
部
蔵
。
琴
仲
勉
「
政
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
明
末
談
刻
及
道
光
三
譲
本
太
平
広
記
」
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊

第
1
2
本
、
一
九
四
七
年
)
　
に
詳
論
が
あ
る
。

○
[
筆
記
小
説
大
観
本
]

五
六



民
国
二
年
(
一
九
二
二
)
に
'
黄
氏
巾
箱
本
を
も
と
に
上
海
文
明
書
局
が
印
行
し
た
本
。
郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
に
解
題
が
あ
る
。

一
九
六
二
年
に
は
新
興
書
局
か
ら
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

○
掃
葉
山
一
房
石
印
本

上
海
掃
葉
山
房
が
、
民
国
l
二
年
(
一
九
二
二
)
　
に
印
行
し
た
本
。
郭
伯
恭
『
宋
四
大
書
考
』
に
、
杜
撰
で
『
太
平
広
記
』
版
本
中
最

も
劣
る
も
の
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

○
点
榎
本

一
九
五
九
年
に
、
談
憶
本
を
底
本
と
し
て
、
明
抄
本
・
陳
校
本
・
許
刻
本
・
黄
氏
巾
箱
本
な
ど
と
の
校
勘
を
施
し
て
'
人
民
文
学
出
版

社
(
仝
五
冊
)
か
ら
刊
行
さ
れ
た
.
そ
れ
に
若
干
の
改
訂
を
加
え
て
へ
一
九
六
l
年
に
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
点
校
本
新
版
(
仝
十

冊
)
が
'
現
在
『
太
平
広
記
』
の
定
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
こ
れ
も
張
国
風
氏
が
先
に
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
完
全
な
校
訂
本
で

は
な
い
。

以
上
述
べ
た
『
太
平
広
記
』
諸
本
の
解
題
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
太
平
広
記
』
の
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
-
で
あ
り
、
内

容
の
考
察
は
も
ち
ろ
ん
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
い
つ
つ
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

(注)

『
玉
海
』
巻
五
四
引
に
は
、
「
『
会
要
』
先
是
帝
閲
類
書
、
門
目
紛
雑
、
遂
詔
修
此
書
。
興
国
二
年
三
月
、
詔
境
等
取
野
史
小
説
、
集

為
五
百
巻
。
(
(
注
記
)
五
十
九
部
。
天
部
至
百
井
。
)
三
年
八
月
、
書
戊
へ
号
日
『
太
平
広
記
』
。
(
(
注
記
)
二
年
三
月
戊
寅
所
集
。

八
年
十
二
月
庚
子
成
書
。
)
六
年
へ
詔
令
鍾
版
。
(
(
注
記
)
　
『
広
記
』
鍍
本
頒
天
下
、
言
者
以
為
非
学
者
所
急
へ
収
墨
板
蔵
太
清
楼
。
)
」

五
七



2347890

日
目

1H
H

と
記
す
。

王
国
維
「
五
代
両
宋
監
本
考
」
　
(
『
王
観
堂
先
生
全
集
』
第
十
l
冊
)
引
『
玉
海
』
で
は
「
五
十
五
部
o
天
郡
至
百
井
o
」
と
記
す
.
五

十
五
部
、
天
か
ら
百
井
ま
で
と
い
う
の
は
、
『
太
平
御
覧
』
の
こ
と
で
あ
る
。
明
代
に
『
太
平
広
記
』
を
刊
行
し
た
談
憶
の
序
に
も

「
分
五
十
五
部
」
と
記
し
、
そ
の
後
に
「
詔
鏡
板
頒
行
、
言
者
以
『
広
記
』
為
非
後
学
所
急
へ
収
板
蔵
太
清
楼
。
」
と
『
玉
海
』
注
記

と
ほ
ぼ
同
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
『
玉
海
』
の
誤
記
を
そ
の
ま
ま
記
す
の
と
は
'
『
太
平
広
記
』
刊
行
の
序
文
と
し
て
は
あ
ま
り
に

も
お
租
末
で
あ
る
。

王
国
維
「
五
代
両
宋
監
本
考
」
引
に
は
こ
の
注
記
は
無
い
。

孔
凡
礼
校
注
に
よ
れ
ば
'
汲
古
閣
刊
『
東
披
題
蚊
』
で
は
、
「
二
十
二
を
「
二
十
五
」
に
作
-
、
博
藻
『
東
披
紀
念
録
』
の
元
祐

三
年
の
記
事
に
は
「
二
月
八
日
夜
、
会
干
伯
時
斎
舎
'
書
鬼
仙
詩
」
と
あ
る
と
い
う
。

宋
・
陳
元
観
撰
『
歳
時
広
記
』
巻
一
七
に
も
『
博
物
志
』
と
し
て
引
-
。
李
剣
国
著
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
　
(
南
開
大
学
出
版
社
,

一
九
九
三
年
)
で
は
、
唐
・
林
登
撰
『
続
博
物
志
』
の
作
品
と
す
る
。
唐
・
鄭
還
古
(
谷
神
子
)
撰
『
博
異
志
』
中
の
作
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
'
『
顧
氏
文
房
小
説
』
を
底
本
に
す
る
『
博
異
志
』
　
(
北
京
中
華
書
局
へ
一
九
八
〇
年
)
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

『
仝
唐
詩
』
巻
八
六
六
は
'
鬼
の
句
と
し
て
こ
の
l
石
を
収
録
す
る
。
恐
ら
-
蘇
戟
の
こ
の
文
を
も
と
に
詩
句
と
判
断
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
『
広
記
』
八
秒
)
作
へ
姦
)
へ
　
(
溶
漢
)
作
(
揺
願
)
、
(
芳
)
作
(
春
)
0

『
仝
唐
詩
』
巻
八
六
四
に
は
、
膝
伝
胤
の
「
鄭
鋒
宅
神
詩
」
と
し
て
収
録
す
る
。

『
仝
唐
詩
』
巻
八
六
六
に
は
'
巴
陵
館
鬼
の
「
柱
上
詩
」
と
し
て
収
録
す
る
。

『
広
記
』
(
江
)
作
(
天
)
、
(
巴
)
作
入
江
)
。
『
仝
唐
詩
』
巻
八
六
六
に
は
、
安
邑
坊
女
の
「
幽
魂
詩
」
と
し
て
収
録
す
る
。

『
仝
唐
詩
』
巻
八
六
六
に
は
、
商
山
客
死
書
生
の
「
述
懐
」
と
し
て
収
録
す
る
。

五
八
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日
目

5日
目

6

日
目

7

日
目

8

日
目

910212
2232

船
津
富
彦
「
蘇
東
被
の
小
説
観
」
　
(
『
東
洋
文
学
研
究
』
九
、
一
九
六
一
年
)
参
照
。

『
玉
海
』
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
　
に
よ
る
。

清
・
銭
個
輯
釈
本
に
よ
る
。
な
お
、
明
・
談
憶
の
序
に
は
、
「
『
崇
文
総
目
』
不
及
『
広
記
』
。
」
と
記
す
。

『
太
平
御
覧
』
と
と
も
に
呈
上
さ
れ
た
と
い
う
の
は
誤
-
で
'
孫
猛
の
『
郡
斎
読
書
志
校
証
』
　
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
l
九
九
〇
年
)

に
'
「
『
御
覧
』
於
太
平
興
国
二
年
受
詔
、
八
年
書
成
。
『
広
記
』
於
二
年
三
月
受
詔
、
明
年
八
月
書
成
表
進
。
則
『
広
記
』
先
成
'

不
可
謂
(
同
上
之
)
。
」
と
指
摘
す
る
と
お
-
で
あ
る
。

「
十
父
」
に
つ
い
て
は
へ
孫
猛
の
『
郡
斎
読
書
志
校
証
』
に
よ
れ
ば
、
晃
公
武
の
祖
父
、
或
い
は
叔
父
だ
と
い
う
諸
説
が
あ
る
が
'

い
ず
れ
に
し
て
も
公
武
の
一
、
二
世
代
前
の
北
未
の
人
で
あ
る
。

中
国
に
は
伝
わ
ら
ず
'
一
九
四
〇
年
に
日
本
で
発
見
さ
れ
'
「
観
潤
閤
蔵
孤
本
宋
棄
酔
翁
談
録
」
と
称
し
た
。
後
へ
一
九
五
七
年
に

古
典
文
学
出
版
社
か
ら
標
点
を
付
し
て
『
新
編
酔
翁
談
録
』
と
し
て
刊
行
へ
今
そ
れ
に
よ
る
。
内
容
の
検
討
か
ら
宋
代
の
も
の
で
は

な
-
'
元
刻
本
と
い
わ
れ
て
い
る
。

張
国
風
「
『
太
平
広
記
』
宋
本
原
貌
考
」
　
(
『
中
華
文
史
論
叢
』
第
五
六
韓
へ
上
海
古
籍
出
版
社
へ
一
九
九
八
年
)
　
に
よ
る
。

程
毅
中
「
『
太
平
広
記
』
的
幾
種
版
本
」
　
(
『
社
会
科
学
戦
洩
』
　
l
九
八
八
年
第
三
期
)
o

張
国
風
「
試
論
『
太
平
広
記
』
的
版
本
演
変
」
　
(
『
文
献
』
一
九
九
四
年
四
期
)
。

慮
錦
堂
「
記
所
見
明
談
憶
刻
本
太
平
広
記
-
兼
及
有
閑
宋
本
流
伝
的
1
些
線
素
-
」
　
(
静
宜
文
理
学
院
中
国
古
典
小
説
研
究
中
心
偏

『
中
国
古
典
小
説
研
究
専
集
』
6
　
聯
経
出
版
事
業
公
司
へ
　
1
九
八
三
年
)
o

博
増
湘
撰
『
蔵
園
軍
書
題
記
』
巻
九
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
0

こ
の
本
は
'
「
拠
清
・
孫
潜
寺
校
談
本
影
印
」
と
記
す
が
、
厳
一
再
の
「
校
勘
記
」
と
比
較
す
れ
ば
、
孫
潜
手
校
本
を
影
印
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
お
且
つ
蔵
書
印
を
消
し
'
字
句
を
書
き
加
え
た
-
、
許
刻
本
・
黄
氏
巾
箱
本
を
貼
付
し
た
り
し

五
九
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た
改
窺
本
で
あ
る
.

『
中
魯
文
史
論
叢
』
第
五
六
輯
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
1
九
九
八
年
)
。

「
試
論
『
太
平
広
記
』
的
版
本
演
変
」
(
『
文
献
』
　
1
九
九
四
年
四
期
)
.

『
静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
日
録
』
に
談
憶
本
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
本
は
、
現
物
確
認

の
結
果
、
両
者
と
も
許
日
昌
本
で
あ
っ
た
。

『
太
平
広
記
紗
』
は
'
友
人
季
長
庚
の
序
に
よ
れ
ば
、
天
啓
六
年
(
一
六
二
六
)
に
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
太
平
広
記
』
約

七
千
話
の
中
か
ら
、
二
千
五
百
余
話
を
抽
出
し
て
配
列
を
組
み
替
え
て
い
る
。
鳩
夢
龍
の
小
説
観
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な

る
。
前
掲
論
文
(
注
2
1
)
。

阿
部
隆
一
著
『
増
訂
中
国
訪
書
志
』
(
汲
古
書
院
、
l
九
八
三
年
)
。

前
掲
論
文
(
注
1
8
)
。

前
掲
書
(
注
2
2
)
　
同
。

前
掲
論
文
(
注
1
8
)
。

前
掲
論
文
(
注

[
付
記
]
本
稿
は
'
平
成
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(
C
)
　
「
中
国
古
小
説
の
類
話
集
成
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

六
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美子『太平「i己』的各神版本

富永-餐

近年来,伴随着中国小説研究的共盛,至唐・五代的古代

小説的鏑輯版本『太平「i己』的有美文献相鍵得以了出版友

行。可是, 『太平「妃』一事,其来店及版本尚有岡全問題。

一十是, …宋本"是香存在;一十是,各科版本向的珂句上的

昇同。

基干此,本文根据北宋文人赤拭、宋祁的記述与各科弔

目,対『太平「妃』一事是香存在的可能性作了考察,同吋,

整理了至今所刊行的『太平「i己』的各神版本的系統和在日

本所蔵情況及其各秤和美治文与考証。

六




